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やる気喪失状況と動機づけ方略，
及び動機づけの関連の検討

























































































































































＝11. 90, p＜. 05)，調整済み残差の値から，中喪失群は高喪失群に比べ，中
調整群に含まれる比率が有意に大きく(調整済み残差＝2. 72, p＜. 05)，調整後






＝85. 08, p＜. 001)，動機づけ方略の主効果(F(4, 198)＝2. 64, p＜. 05)が有意で






































けと喪失状況の交互作用は有意であったが(F(2, 396)＝5. 08, p＜. 05)，方略
と喪失状況の交互作用(F(4, 198)＝. 47, n.s.)，動機づけと動機づけ方略群の
交互作用(F(8, 396)＝1. 29, n.s.)，動機づけと動機づけ方略と喪失状況の交





づけにおける喪失状況の単純主効果は有意ではなく(F(1, 206)＝. 01, n.s.)，
高自己決定的外発的動機づけにおける喪失状況の単純主効果(F(1, 206)＝
6. 31, p＜. 05)，低自己決定的外発的動機づけにおける喪失状況の単純主効
果(F(1, 206)＝9. 00, p＜. 01)は有意であった。両動機づけとも，中喪失状況
よりも高喪失状況の方が高かった。
次に喪失状況における動機づけの単純主効果の検定を行った結果，中喪
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